
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������� �
�
�

�

��������
��

�
�

�

業
務
部
門
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
・
省
Ｃ
Ｏ
２

へ

再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
設
備
導
入
促
進

水
素
・
燃
料
電
池
の
技
術
開
発
へ

水
素
・
燃
料
電
池
の
技
術
開
発
へ

経

済

産
業
省
水
電
解
な
ど
重
点
戦
略
を
策
定

環
境
省
は
令
和
二
年
度
予
算
概
算
要
求
の
重
点
施
策
を
ま
と
め
た
。
こ
の
う
ち
業
務
用
施
設
な
ど
の
ネ
ッ
ト
・

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
（
Ｚ
Ｅ
Ｂ
）
化
・
省
Ｃ
Ｏ
２
促
進
事
業
で
は
厚
生
労
働
省
や
国
土
交
通
省
と
連
携

し
、
上
下
水
道
施
設
の
省
Ｃ
Ｏ
２
改
修
支
援
事
業
を
展
開
す
る
。
小
水
力
発
電
な
ど
の
再
エ
ネ
設
備
や
高
効
率
設

備
、
ポ
ン
プ
へ
の
イ
ン
バ
ー
タ
な
ど
の
省
エ
ネ
設
備
の
導
入
を
加
速
し
て
い
く
。
上
下
水
道
施
設
の
脱
炭
素
化
を

促
進
し
、
業
務
部
門
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
の
着
実
な
達
成
を
め
ざ
す
。
（
２
面
に
関
連
記
事
）

京
都
議
定
書
に
代
わ
る
二

〇
二
〇
年
以
降
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
削
減
に
向
け
た
新

た
な
国
際
的
枠
組
み
と
し
て

パ
リ
協
定
が
二
〇
一
六
年
に

発
効
し
た
。
パ
リ
協
定
で
は

主
要
排
出
国
を
含
む
す
べ
て

の
国
が
自
国
の
目
標
達
成
を

迫
ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
二

〇
三
〇
年
度
の
排
出
量
を
二

〇
一
三
年
度
の
水
準
か
ら
二

六
％
削
減
す
る
と
の
目
標
を

掲
げ
て
お
り
、
と
く
に
業
務

そ
の
他
部
門
で
は
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
の
約
四
割
削
減
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
同
省
は
省
Ｃ
Ｏ
２
へ
の

賢
い
選
択
を
促
す
国
民
運
動

と
し
て
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

Ｃ
Ｈ

Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
を
推
進
し
て
い

る
。
目
標
を
達
成
す
る
に
は

業
務
用
施
設
な
ど
で
大
幅
な

脱
炭
素
化
を
実
現
す
る
こ
と

が
不
可
欠
だ
。

こ
の
た
め
重
点
施
策
で
は

Ｚ
Ｅ
Ｂ
実
現
に
向
け
た
先
進

的
省
エ
ネ
建
築
物
実
証
事
業

と
し
て
地
方
公
共
団
体
所
有

施
設
・
民
間
業
務
用
施
設
な

ど
へ
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
性

の
高
い
シ
ス
テ
ム
・
設
備
の

導
入
を
支
援
す
る
。
ま
た
既

存
建
築
物
の
省
Ｃ
Ｏ
２
改
修

支
援
事
業
で
は
テ
ナ
ン
ト
ビ

ル
や
業
務
用
施
設
と
し
て
利

活
用
す
る
空
き
家
に
省
Ｃ

Ｏ
２
設
備
を
積
極
的
に
導

入
。
国
立
公
園
宿
舎
施
設
の

省
Ｃ
Ｏ
２
改
修
支
援
事
業
で

は
国
立
公
園
内
で
宿
泊
事
業

を
営
む
ホ
テ
ル
・
旅
館
な
ど

へ
の
省
Ｃ
Ｏ
２
設
備
の
導
入

を
促
進
し
て
い
く
。

上
下
水
道
施
設
の
省
Ｃ

Ｏ
２
改
修
支
援
事
業
で
は
民

間
事
業
者
・
団
体
や
地
方
公

共
団
体
な
ど
を
補
助
対
象
と

し
て
い
る
。
省
Ｃ
Ｏ
２
性
の

高
い
小
水
力
発
電
、
太
陽
光

発
電
、
イ
ン
ラ
イ
ン
ポ
ン

プ
、
イ
ン
ラ
イ
ン
浄
水
処
理

な
ど
の
再
エ
ネ
設
備
・
附
帯

設
備
・
高
効
率
設
備
の
導
入

・
改
修
費
用
を
助
成
す
る
。

経
済
産
業
省
は
九
月
十
八

日
、
新
た
に
「
水
素
・
燃
料

電
池
技
術
開
発
戦
略
」
を
策

定
し
た
。
水
素
社
会
の
実
現

に
向
け
て
水
電
解
技
術
な
ど

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
三

分
野
十
項
目
を
明
示
し
、
技

術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評

価
や
ニ
ー
ズ
情
報
と
シ
ー
ズ

情
報
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
諸
外

国
と
の
連
携
な
ど
を
産
学
官

一
体
と
な
っ
て
強
化
・
推
進

し
て
い
く
。

同
省
と
国
立
研
究
開
発
法

人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
・
石
塚
博
昭
理
事
長
）
は

六
月
に
「
水
素
・
燃
料
電
池

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
・
課
題

共
有
ウ
ィ
ー
ク
」
を
開
催

し
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
が
実
施
す
る

研
究
開
発
事
業
の
評
価
や
ユ

ー
ザ
ー
か
ら
の
ニ
ー
ズ
提

示
、
関
係
企
業
な
ど
が
保
有

す
る
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
新
た
な
シ
ー
ズ
の
発
掘
を

行
う
な
ど
産
学
官
に
よ
る
技

術
開
発
の
活
性
化
へ
活
発
な

議
論
を
展
開
し
た
。
同
ウ
ィ

ー
ク
で
洗
い
出
し
た
課
題
な

ど
を
踏
ま
え
、
産
学
官
で
つ

く
る
水
素
・
燃
料
電
池
戦
略

協
議
会
が
掲
げ
る
水
素
・
燃

料
電
池
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
達
成
へ
一
段
と
拍
車
を
か

け
て
い
く
方
針
だ
。

新
戦
略
で
は
規
制
改
革
と

一
体
で
重
点
的
に
取
り
組
む

べ
き
技
術
開
発
と
し
て
燃
料

電
池
、
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
、
水
電
解
・
そ
の
他
の

三
分
野
を
特
定
。
こ
れ
に
伴

い
具
体
的
な
技
術
開
発
項
目

と
し
て
車
載
用
燃
料
電
池
、

定
置
用
燃
料
電
池
、
補
機
・

タ
ン
ク
等
関
連
シ
ス
テ
ム
、

大
規
模
水
素
製
造
、
輸
送
・

貯
蔵
技
術
、
水
素
発
電
、
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
水
電
解

技
術
、
産
業
利
用
等
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
非
連
続
的
な

革
新
技
術
な
ど
の
十
項
目
を

打
ち
出
し
た
。

こ
の
う
ち
燃
料
電
池
分
野

で
は
大
幅
な
低
コ
ス
ト
化
へ

発
電
効
率
六
五
％
超
の
燃
料

電
池
セ
ル
を
開
発
す
る
。
ま

た
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

分
野
で
は
断
熱
シ
ス
テ
ム
の

開
発
や
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
整
備
・
運
営
費
の
低
減
に

向
け
た
画
期
的
な
充
填
プ
ロ

ト
コ
ル
の
開
発
に
力
を
入
れ

る
。
水
電
解
分
野
で
は
水
電

解
装
置
の
耐
久
性
向
上
へ
電

解
質
材
料
な
ど
の
劣
化
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
。

先
般
の
台
風
第
十

五
号
に
よ
り
大
規
模

な
停
電
を
は
じ
め
甚

大
な
被
害
に
遭
わ
れ

た
皆
さ
ま
に
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

一
日
も
早
い
速
や

か
な
復
旧
・
復
興
を

お
祈
り
致
し
ま
す
。

㈱
日
本
設
備
工
業
新
聞
社

広
告
掲
載
社
一
同

）昭和２８年１１月４日
第三種郵便物認可（ （旬刊５ノ日発行）2019年（令和元年）９月２５日日 本 設 備 工 業 新 聞第2340号（１）


